
　主な内容

〒610-0393 京都府京田辺市田辺 80 
☎ 0774-63-1122 ／ FAX 0774-63-4781
〒610-0393 京都府京田辺市田辺 80 
☎ 0774-63-1122 ／ FAX 0774-63-4781

02　高齢者いきいきポイント登録者募集
03　ちょっと待った！その契約
04　玉露レディ 3 期生募集
04　京田辺＆同志社連携事業http://www.kyotanabe.jp/http://www.kyotanabe.jp/
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水取
（JA普賢寺）

鳥谷池 けいはんな
プラザ

三山木駅
普賢寺
ふれあい
の駅

高船バス停 高船
農村広場1

2
（約3.5Km）

ＪＲ・近鉄

（約４.5Km）

（約1.4Km）

（約350m）

（約3Km）

（約2.5Km）

※この区間は、コース内の移動ができません。

ス
タ
ー
ト
地
点
と
な
る
普
賢
寺
ふ
れ

あ
い
の
駅
に
は
、
国
内
外
か
ら
集
結
し

た
１６
チ
ー
ム
約
１
０
０
人
の
選
手
や
チ

ー
ム
カ
ー
が
勢
揃
い
し
ま
す
。
セ
レ
モ

ニ
ー
ラ
ン
の
前
に
は
、
同
志
社
大
学
応

援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
が
華
麗
な
演
技

を
披
露
。
午
前
９
時
２５
分
、
同
志
社
大

学
体
育
会
自
転
車
競
技
部
・
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
部
の
先
導
で
、
お
披
露
目
と
な

る
セ
レ
モ
ニ
ー
ラ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

レ
ー
ス
は
、
午
前
９
時
５０
分
に
普
賢

寺
小
学
校
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
け
い
は

ん
な
プ
ラ
ザ
西
側
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
前
を

ゴ
ー
ル
と
す
る
周
回
コ
ー
ス
を
６
・
５

周
（
１
０
７
㎞
）
し
、
午
後
０
時
５０
分

ご
ろ
に
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
迎
え
ま
す
。

当
日
、
ス
タ
ー
ト
地
点
と
周
回
コ
ー

ス
で
は
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

セ
レ
モ
ニ
ー
ラ
ン
＝
普
賢
寺
ふ
れ
あ

い
の
駅
～
同
志
社
大
学
正
門
～
同
大
学

西
門
～
普
賢
寺
ふ
れ
あ
い
の
駅
～
普
賢

寺
小
学
校
前

レ
ー
ス
コ
ー
ス
＝
普
賢
寺
小
学
校
前

～
梅
の
木
峠
～
京
奈
和
自
動
車
道
側
道

～
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
～
鳥
谷
池
～
高

船
農
村
広
場
（
山
岳
賞
ポ
イ
ン
ト
）
～

高
船
バ
ス
停

▼車で…コース沿道には駐車場がありません。同志社
大学多々羅キャンパスか、けいはんな記念公園の駐車場
から、自転車・徒歩で移動してください。
▼電車で…JR・近鉄三山木駅から普賢寺ふれあいの
駅・水取を往復するバス（有料）を利用してください。

観戦ポイントを紹介観戦ポイントを紹介

レースのスタート地点となる普賢寺ふれあいの駅で
は、玉露レディが特産玉露をふるまいます。また、水取

（JA普賢寺）では、えびいもコロッケの
販売も。ゴール地点近くのけいはんなプ
ラザ日時計広場周辺には、京田辺・精華
の特産品や軽食の販売・展示ブースが並
びます。さらに、よしもと自転車部のイ
ンパルス堤下さん（＝写真）なども応援
に駆け付け、レースを盛り上げます。

にぎわいも楽しんでにぎわいも楽しんで

アクセスアクセス

京都ステージ京都ステージ

みんなで応援しよう！みんなで応援しよう！

5 ３０
ツアー・オブ・ジャパンツアー・オブ・ジャパン

月

写真提供＝TOUR OF JAPAN組織委員会

国際自転車ロードレース

シリーズシリーズ
❺❺

世界のプロが京田辺を駆け抜ける
京都ステージ
観戦ポイントを紹介！

５
月
３０
日
に
迫
っ
た
国
際
自
転

車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
「
ツ
ア
ー
・
オ

ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
京
都
ス
テ
ー
ジ
。

今
号
は
、
レ
ー
ス
の
観
戦
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
企
画
調
整
室
（
☎

６４
・
１
３
１
０
）

おすすめの観戦場所は水取（JA普賢寺）。普賢寺ふれ
あいの駅でセレモニーランを見届け、バスで水取へ。普
賢寺小学校前で周回レースがスタートした後、選手の周
回中はモニターで観戦し、選手が近づくと沿道に出て応
援を。直角コーナーを駆け抜ける選手のスピードと迫力
を体感できます。


